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　区では、年に数回「ベランダでできる！生ごみからたい肥づくり講習会」を実

施しています。段ボール箱や植木鉢を使うので、ベランダなどの狭いスペースで

も生ごみたい肥がつくれます。

　「広報いたばし」でお知らせしますので、ご興味のある方はぜひご参加ください。

また、生ごみたい肥のつくり方は区ホームページにも掲載しています。

http://www.city.itabashi.tokyo.jp/c_kurashi/000/000214.html

 地域コンポスト地域コンポスト
　区内にコンポスト容器を設置し、生ごみリ

サイクルに取り組んでいます。

　現在は、仲町・富士見・舟渡地区に設置し

ていますが、これからさらに増える予定です。

　また、たい肥づくりには地域のリサイクル

推進員の方々にご協力をいただいています。

 園芸土のリサイクル園芸土のリサイクル
　ご家庭でご不用となった園芸土を、地域コンポスト設置の拠点で回収し、地域コ

ンポストで出来たたい肥と混ぜて、古土を再生する事業です。

　平成 23 年度は、仲町・富士見・舟渡地区でのリサイクルを予定しております。

生ごみからたい肥づくり講習会

植木鉢を使用しています講義中

富士見地域コンポスト
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　家庭から出る可燃ごみの約４割は生ごみであり、そのうちの約８割が水分と言
われています。多量の水分を含む生ごみは重く、運搬・焼却の際に多くのエネルギー
を消費します。効率的なエネルギー使用のために、生ごみの水切り、リサイクル
にご協力ください。
生ごみの処理方法
　水分の多い生ごみは腐敗と悪臭の原因になります。生ごみは乾燥させてから可
燃ごみへ出しましょう。また、たい肥づくりに使用するときも同様に処理すると
効果的です。

《用意するもの》
　新聞紙・かご・米ぬか（発酵促進、消臭効果）

《方法》
①新聞紙の上によく水気を絞った生ごみを広げ、できるだけ小さく切ります。
②さらに米ぬかをふんわりとまぶして混ぜ合わせ、新聞紙で包みます。
③�包んだ新聞紙をかごに入れて、風通しのよい場所に１～２日置き、乾燥させます。

※ 生ものや魚の内臓を処理するときは火を通してください。

家庭用生ごみ処理機・コンポスト容器の購入費を助成します。家庭用生ごみ処理機・コンポスト容器の購入費を助成します。
　家庭から出る生ごみの減量化とリサイクルを推進するため、家庭用生ごみ処理
機・コンポスト容器の購入費を助成します。助成の募集台数や申し込み方法など
は「広報いたばし」や区ホームページでお知らせします。
http://www.city.itabashi.tokyo.jp/c_kurashi/000/000216.html
　購入する前に電話でお申し込みください。申請書と案内書をお送りします。また、
上記ホームページからダウンロードすることもできます。
●対象
　①これから 10 万円未満の生ごみ処理機、またはコンポスト容器を購入する。
　　※ディスポーザー式は対象外です。
　　※すでに購入された方は対象になりません。
　②申請時に区内に１年間住民登録がある
　③申請年度を含む過去５年以内に、申請者・同一世帯の方が助成を受けていない
●助成金額
　本体購入価格の 2 分の 1（100 円未満切り捨て）。ただし、上限 9,000 円。

 生ごみリサイクル




